
�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������

私
道
の
舗
装
や
補
修
の
工
事
に

対
す
る
助
成
の
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。
助
成
を
受
け
る
に
は
、
い

く
つ
か
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
な
ど
で
配
布

す
る
手
引
き
を
ご
覧
の
う
え
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
者
な

ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に

は
、
特
別
措
置
の
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間

５
月
１６
日
（
火
）
〜

８
月
３１
日
（
木
）

�
・
申
請

南
部
土
木
事
務
所（
南

・
東
九
条
下
殿
田
町
７０
―

２

�
６９１

・
３
１
５
８
）

�
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�
�
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平
成
１８
年
度
か
ら
、
税
制
改
正

の
影
響
に
よ
り
、
６５
歳
以
上
の
方

が
属
す
る
世
帯
の
国
民
健
康
保
険

料
が
増
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
公
的
年
金
等
控
除
額
の

縮
小
分
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
５
月
中
旬
に
国
保

加
入
世
帯
に
お
送
り
す
る
「
こ
く

ほ
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

保
険
年
金
課
資
格
担
当

（
�
３７１
・
７
２
５
２
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

４
月
１
日
か
ら
、
児
童
手
当
の

支
給
対
象
児
童
が
「
小
学
校
３
年

生
ま
で
」か
ら「
小
学
校
６
年
生
ま

で
」
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
併
せ

て
、
別
表
の
と
お
り
所
得
制
限
が

緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
受
給
で
き
な
か

っ
た
方
で
も
受
給
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
対
象
の
方
は
請

求
に
お
越
し
く
だ
さ
い
（
公
務
員

の
方
は
職
場
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
）。制
度
改
正
に
よ
り
新
た
に

支
給
対
象
と
な
っ
た
児
童
に
対
し

て
は
、
９
月
末
ま
で
に
請
求
が
あ

れ
ば
、４
月
分
か
ら
支
給
し
ま
す
。

請
求
が
必
要
な
方

�
下
表
の
改
正
後
の
所
得
制
限
を

満
た
す
、
小
学
校
新
５
・
６
年
生

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
（
そ

の
児
童
の
弟
や
妹
の
分
を
受
給
中

の
方
も
改
め
て
請
求
が
必
要
）

�
所
得
制
限
の
緩
和
に
よ
り
新
た

に
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
、
新
４
年
生
以
下
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方

※
現
在
、
受
給
中
の
方
は
請
求
不

要
（
新
４
年
生
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
を
含
む
）

支
給
月
額

１
・
２
人
目
の
児
童

５
千
円

３
人
目
以
降
の
児
童

１
万
円

請
求
に
必
要
な
も
の

通
帳
等
銀
行
口
座
（
請
求
者
名
義

で
市
内
の
店
舗
の
も
の
）
が
確
認

で
き
る
も
の（
郵
便
貯
金
を
除
く
）、

印
鑑
、請
求
者
の
健
康
保
険
証

※
扶
養
親
族
が
１
人
増
す
ご
と
に

３８
万
円
を
加
算

※
老
人
扶
養
親
族
１
人
に
つ
き
６

万
円
を
加
算

�

福
祉
介
護
課
児
童
手
当
担
当

（
�
３７１
・
７
２
１
６
）

山
内
一
豊
と
千
代
が
活
躍
し
た
滋
賀
県
長
浜
市
な

ど
を
訪
ね
ま
す
。
長
浜
は
、
千
代
の
内
助
の
功
も
あ

り
、
一
豊
が
始
め
て
城
主
と
な
っ
て
名
を
あ
げ
た
舞

台
。
長
浜
城
跡
地
に

建
て
ら
れ
た
歴
史
博

物
館
を
は
じ
め
、
２

人
の
ゆ
か
り
の
地
を

訪
ね
て
、
湖
北
の
ま

ち
を
歩
き
ま
す
。

戦
国
時
代
の
歴
史

ロ
マ
ン
溢
れ
る
長
浜

の
地
を
訪
ね
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時

６
月
８
日
（
木
）

※
午
前
８
時
３０
分
に
区
役
所
出
発
・
雨
天
決
行

行
き
先

滋
賀
県
長
浜
市
他

交
通

観
光
バ
ス

対
象

下
京
区
民
の
方

定
員

８０
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
用

１
人
６
千
円
（
昼
食
代
込
み
）

申
込
み

往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
（
返
信
用
に
も
住
所
・
氏

名
を
記
入
の
こ
と
）、
〒
６００
―

８
５
８
８
下
京
区
役
所

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
歴
史
探
訪
係
ま
で

※
１
通
で
２
人
ま
で
申
込
可
（
氏
名
な
ど
を
連
記
）

締
切
り

５
月
２４
日
（
水
）
必
着

�

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
�
３７１
・
７
１
７
０
）
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下
京
区
で
は
、
区
民
が
お
互
い

に
尊
重
し
合
い
、
助
け
合
い
な
が

ら
、
い
き
い
き
と
活
動
で
き
る
ま

ち
を
目
指
し
て
、「
人
権
を
考
え
る

つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
ヨ
ル
ヨ
ル
さ
ん
に
よ

る
指
ト
ー
ク
と
講
演
を
通
じ
て
、

異
文
化
理
解
を
テ
ー
マ
に
人
権
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時

５
月
２５
日
（
木
）

午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

場
所

池
坊
学
園
こ
こ
ろ
ホ
ー
ル

（
室
町
通
四
条
下
る
）

内
容

指
ト
ー
ク
と
講
演

「
世
界
の
中
の
私
」
―
お
し
ゃ
べ

り
人
形
と
異
文
化
理
解
―

講
師

ヨ
ル
ヨ
ル
（
金
本
悦
子
）

さ
ん
（
エ
ン
ジ
ェ
ル
ワ
ー
ル
ド
代

表
）

定
員

２００
人

申
込
み

不
要

�

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
�
３７１
・
７
１
７
０
）

長浜城歴史博物館
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指トークとは？
ヨルヨルさんとヨルヨル
さんが操る人形たちが、様々
な言語（スペイン語・英語
・ハングル・日本語）でお
しゃべりを交わしながら、
ストーリーが進行していき
ます。

下
京
区
基
本
計
画
で
目
指
す

６
つ
の
ま
ち
の
姿

�
互
い
に
尊
重
し
助
け
合
う
ま
ち

�
次
代
を
担
う
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

�
区
民
が
輝
く
誇
り
高
い
ま
ち

�
快
適
に
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち

�
環
境
と
共
生
す
る
ま
ち

�
便
利
で
う
る
お
い
に
あ
ふ
れ
る

ま
ち

�
�
�
�
� �������������

下京区役所ではこのほど、平成１８
年度下京区運営方針を策定しました。
これは、今年度の下京区のまちづ
くりと区役所の業務運営を進めるに
あたり、区民の皆様とのパートナー
シップにより進める事業や区役所が
主体となって進める取組などを取り
まとめ、広く公表するものです。運
営方針では、「個性あふれるまちづく
りの推進」と「区民サービスの向上
と効率的な業務運営」を２つの基本
方針に据え、今年度に取り組む主な
事業や目標などを掲載しています。
運営方針は、下京区役所のホーム
ページ（http���www.city.kyoto.jp�
shimogyo�）でご覧いただけます。

下京区基本計画推進事業「下
京門前町ルネッサンス」で
の下京門前市（フリーマー
ケット）の様子（昨年９月）

個性あふれるまちづくりの推進
下京区のまちづくりの指針である

「下京区基本計画」に掲げる施策や
関連事業を実施していくことによ
り、町衆の活力が培ってきた下京の
伝統をさらに発展させ、住民がいき
いきと活動できる個性あふれるまち
づくりを推進します。

区民サービスの向上と
効率的な業務運営
区役所が、適正かつ公平な業務の
執行はもちろんのこと、より満足度
の高いサービスを区民の皆様に提供
していけるよう努めるとともに、効
率的で効果的な業務の推進に取り組
みます。
� 総務課（�３７１・７１６４）
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『
下
京
区
基
本
計
画
』

冊
子総

務
課
で
お
配
り
し

て
い
ま
す
。

児童手当

支
給
対
象
を

小
学
校
６
年
生
ま
で
に
拡
大
・

所
得
制
限
を
緩
和
し
ま
し
た

６４６万円５７４万円５７４万円４１５万円３

６０８万円５３６万円５３６万円３７７万円２

５７０万円４９８万円４９８万円３３９万円１

５３２万円４６０万円４６０万円３０１万円０

厚生年金また
は各種共済組
合の加入者

国民年金加入
者または年金
無加入者

厚生年金また
は各種共済組
合の加入者

国民年金加入
者または年金
無加入者

扶養家族
の数

改正後改正前

６５歳以上の
方 へ

市
・
府
民
税
の
制
度
改
正
に
よ
る

平
成
１８
年
度
国
民
健
康
保
険
料

へ
の
影
響

２３２，９１０
２２０，６９０課税課税

３００万円
１８３，９１０課税非課税

１８２，３６０１５４，５６０課税非課税２５０万円

１２１，４９０１１７，８８０非課税非課税２００万円

平成１８年度平成１７年度平成１８年度平成１７年度
年金収入額

国民健康保険料（年額）市・府民税の課税状況

「「下下京京区区民民歴歴史史探探訪訪のの会会」」参参加加者者募募集集
山内一豊と千代ゆかりの地 長浜を訪ねて

私
道
の
舗
装
・
補
修
工
事
を

助
成
し
ま
す

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針をををををををををををををををををををを策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

●
配
偶
者
を
扶
養
す
る
、
６５
歳
以

上
の
年
金
所
得
者
（
２
人
世
帯
）

の
場
合
の
試
算

※
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
た
め
、
実
際

の
保
険
料
額
と
は
異
な
り
ま
す

����
����
����
����

��
人人
権権
をを
考考
ええ
るる
つつ
どど
いい
��

指
ト
ー
ク
で
深
め
る
異
文
化
理
解

市 民 し ん ぶ ん 下京区版 （２）第１２５号 平成１８年５月１５日


